
委 員 会 報 告
● 総務常任委員会
● 文教厚生常任委員会
● 建設経済常任委員会

各常任委員会では、３月定例会で付託になった議案・陳情について審査を行いました。

総
務
常
任
委
員
会（

海
野
隆
平
委
員
長
）

問　

市
税
等
徴
収
嘱
託
員

は
現
在
、
何
名
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
徴
収
実
績

は
。

答　

現
在
２
人
で
徴
収
し

て
お
り
、
24
年
度
の
訪
問

件
数
は
３
９
０
８
件
で
徴

収
実
績
は
５
５
６
万
３
２

６
３
円
で
あ
る
。

問　

普
通
交
付
税
の
最
後

の
決
定
額
は
い
く
ら
か
。

　

87
億
５
３
２
８
万
５
０

０
０
円
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
国
の
補
正
に
よ

り
７
６
７
万
６
０
０
０
円

の
追
加
交
付
が
あ
っ
た
。

問　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
老
朽
化
に
伴
い
審
議
会

が
発
足
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
協
議
が
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答　

副
市
長
２
人
を
含
め

た
10
名
の
委
員
で
構
成
し

１
月
に
第
１
回
目
の
会
議

を
開
催
し
た
。

　

早
急
に
対
応
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　

財
政
調
整
基
金
の
基

本
的
な
計
画
額
は
30
億
円

程
度
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

目
安
と
し
て
約
30
億

円
程
度
を
考
え
て
い
る
。

問　

新
規
事
業
の
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
の
概
要
は
。

答　

こ
の
事
業
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
と
よ
ば
れ
る

も
の
で
、
顔
写
真
付
の
個

人
番
号
カ
ー
ド
を
交
付
す

る
も
の
で
あ
る
。
企
業
に
つ

い
て
も
個
人
同
様
番
号
制

に
す
る
。

問　

住
宅
用
太
陽
光
シ
ス

テ
ム
設
置
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
補
助
対
象
の
定
義

は
。

答　

住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象

で
、
補
助
金
の
額
は
１
件

に
つ
き
５
万
円
、
１
回
限

り
で
あ
る
。

問　

固
定
資
産
税
の
償
却

資
産
の
大
臣
・
知
事
配
分

と
は
。

答　

償
却
資
産
の
大
臣
配

分
は
Ｊ
Ｒ
の
路
線
、
九
電

の
電
線
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
話

線
等
２
以
上
の
市
町
村
に

わ
た
っ
て
所
在
す
る
固
定

資
産
に
つ
い
て
総
務
大
臣

が
配
分
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

知
事
配
分
に
つ
い
て
は
、

Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
光
連
絡
線
で
あ
る
。

問　

大
隅
埋
立
処
分
場
管

理
費
の
処
分
場
残
余
容
量

算
定
業
務
委
託
料
と
は
。

答　

処
分
場
の
残
余
容
量

を
把
握
調
査
す
る
委
託
料

で
あ
る
。

意
見　

財
部
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
に
つ
い
て
は
、

財
源
確
保
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の

延
長
契
約
を
理
由
に
、
切

り
替
え
を
27
年
度
以
降
に

す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

財
部
地
区
で
は
４
地
区
で

説
明
会
が
開
か
れ
理
解
が

得
ら
れ
て
い
る
。
１
年
延

長
す
る
の
で
あ
れ
ば
市
民

に
対
し
説
明
す
べ
き
で
あ

り
、
市
長
も
１
年
延
長
し

た
理
由
を
議
会
に
対
し
説

明
す
べ
き
で
あ
る
。

☆ 

平
成
25
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算

☆ 

平
成
26
年
度
一
般
会
計

予
算
（
所
管
分
）

対応が急がれるクリーンセンター

残余容量の把握調整はじまる



文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
今
鶴
治
信
委
員
長
）

問　

敬
老
祝
金
は
、
現
金

で
支
給
す
べ
き
で
は
。

答　

商
品
券
取
扱
店
加
入

へ
の
呼
び
か
け
を
す
る
と

と
も
に
釣
り
銭
の
問
題
に

つ
い
て
は
受
給
者
に
何
ら

か
の
周
知
を
図
り
た
い
。

問　

保
育
所
運
営
費
は
。

答　

保
育
所
の
保
護
者

負
担
軽
減
に
よ
る
新
た

な
財
政
負
担
は
約
４
５

０
０
万
円
で
あ
る
。

問　

温
泉
保
養
券
の
支

給
の
変
更
に
つ
い
て
。

答　

対
象
施
設
に
大
隅

弥
五
郎
伝
説
の
里
を
加

え
、
健
康
保
険
制
度
に
か

か
わ
ら
ず
65
歳
以
上
の

高
齢
者
を
対
象
に
保
養

券
を
交
付
す
る
も
の
で

あ
る
。

問　

末
吉
幼
児
学
園
運

営
費
に
お
け
る
保
育
料

軽
減
策
が
講
じ
ら
れ
な

か
っ
た
理
由
は
。

答　

保
育
園
、
幼
稚
園
と

比
較
し
て
突
出
し
て
高

く
な
い
等
の
理
由
に
よ

り
当
初
予
算
の
措
置
は

見
送
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
公
平
性
の
確
保
と

い
う
観
点
か
ら
今
後
検

討
し
て
早
い
時
期
に
軽

減
策
を
示
す
つ
も
り
で

あ
る
。

意
見　

敬
老
祝
金
は
、
全

て
現
金
で
支
給
さ
れ
た

い
。

　

教
育
施
設
の
整
備
に

は
、
今
後
大
き
な
財
源
を

必
要
と
し
て
い
る
。
整
備

に
必
要
な
財
源
は
、
計
画

的
に
基
金
造
成
を
行
う

な
ど
、
財
源
圧
迫
と
な
ら

な
い
よ
う
取
り
組
ま
れ

た
い
。

問　

広
域
化
さ
れ
た
場

合
の
国
保
税
の
見
通
し

は
。

答　

本
市
の
一
人
当
た
り

国
保
税
及
び
一
人
当
た
り

医
療
費
は
県
内
19
市
あ

る
中
で
そ
れ
ぞ
れ
15
番

目
と
12
番
目
で
あ
る
こ
と

を
勘
案
す
る
と
、
広
域
化

に
よ
り
本
市
の
被
保
険

者
の
国
保
税
は
現
行
よ

り
増
額
さ
れ
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
。

意
見　

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
は
財
政
が
ひ
っ
迫

し
て
い
る
が
、
国
民
健
康

保
険
税
の
増
税
を
回
避
す

る
た
め
、
予
防
医
療
に
よ

る
医
療
費
抑
制
並
び
に
一

般
会
計
か
ら
の
適
切
な
財

源
の
繰
入
れ
等
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
健
全
な
財
政

運
営
に
向
け
て
最
大
限
の

取
り
組
み
を
す
べ
き
で
あ

る
。

　

平
成
24
年
度
に
中
学

校
修
了
ま
で
助
成
を
拡

大
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、

現
行
制
度
の
周
知
を

も
っ
と
徹
底
し
て
効
果

の
検
証
を
す
べ
き
で
あ

る
。
18
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
助
成
を
拡
大
し
た

場
合
、
医
療
費
が
増
大
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
反

対
意
見
が
あ
っ
た
。

☆ 

平
成
26
年
度
一
般
会

計
予
算
（
所
管
分
）

☆ 

平
成
26
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

☆ 

曽
於
市
子
ど
も
医
療
費

助
成
金
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

期　間 平成 26年 10月1日～平成 27年 3月31日 （平成27年4月以降）毎年4月1日～翌年3月31日
保養券の有効期間 上記の期間内 上記の期間内

利用できる
保養券の内容

日帰り・宿泊券（いずれにも使用可）200円×15枚 日帰り・宿泊券（いずれにも使用可）200円×30枚
（1日1枚、宿泊で1泊 2日の場合は2枚使用可）

利用できる人 65 歳以上の曽於市民（社会保険加入者も利用できるようになりました。）
その他の内容 メセナ住吉交流センター、財部温泉健康センター等に「大隅弥五郎伝説の里」を追加

平成 26 年 10 月 1 日から温泉保養券が変わります。

保養券が使えるようになる弥五郎伝説の里



建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
八
木
秋
博
委
員
長
）

問　

新
た
に
県
費
、
市
費

に
よ
る
貸
付
事
業
で
あ
る

が
従
前
と
変
わ
っ
た
点
は

何
か
。

答　

貸
付
の
対
象
者
を
60

歳
以
上
の
者
と
し
て
あ
っ

た
条
件
を
廃
し
、
最
終
償

還
時
年
齢
を
80
歳
以
下
の

者
と
し
、
曽
於
中
央
家
畜

市
場
に
て
購
入
し
た
肉
用

牛
繁
殖
雌
牛
と
し
た
こ
と

で
あ
る
。

問　

当
事
業
の
計
画
概
要

と
年
次
計
画
は
。

答　

給
水
区
域
は
（
笠

木
・
桂
・
鍋
・
牧
）
の
４

地
区
で
計
画
給
水
人
口
は

８
０
０
人
。

　

平
成
26
年
度
笠
木
地
区

１
６
８
戸
、
平
成
27
年
度

桂
地
区
55
戸
、
平
成
28
年

度
鍋
地
区
72
戸
及
び
、
牧

地
区
81
戸
の
施
設
整
備
計

画
で
あ
る
。

問　

メ
セ
ナ
住
吉
セ
ン
タ
ー

の
修
繕
計
画
の
内
容
は
。

答　

空
調
設
備
改
修
工
事

３
７
７
４
万
８
千
円
と
岩

風
呂
改
修
工
事
３
１
０
万

円
、
地
下
水
受
水
槽
取
替

工
事
２
６
０
万
円
の
計
画

で
あ
る
。

問　

末
吉
上
町
土
地
区
画

整
理
事
業
保
留
地
の
現
状

と
今
後
の
販
売
計
画
及
び

対
策
は
。

答　

１
５
２
区
画
の
う
ち

65
区
画
が
未
処
分
の
ま
ま

で
あ
る
。
未
処
分
保
留
地

の
中
の
面
積
の
大
き
い
区

画
を
分
割
し
買
い
求
め
や

す
く
し
、
今
後
は
価
格
の

見
直
し
が
で
き
な
い
か
協

議
を
重
ね
民
間
業
者
の
介

入
も
検
討
す
る
。

問　

財
部
町
南
俣
の
前
玉

団
地
の
市
営
住
宅
工
事
計

画
の
概
要
と
平
成
26
年
度

の
計
画
は
。

答　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
２
階
建
て
を
５
棟
24
戸

の
計
画
で
あ
り
平
成
26
年

度
に
２
棟
８
戸
を
建
設
す

る
計
画
で
あ
る
。
住
居
は

Ａ
タ
イ
プ
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
Ｂ

タ
イ
プ
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
２
と

お
り
の
間
取
り
と
な
っ
て

い
る
。

問　

曽
於
市
有
機
セ
ン

タ
ー
の
収
支
予
算
及
び
修

繕
計
画
は
。

答　

財
源
の
内
訳
は
、
事

業
費
６
４
８
２
万
４
千
円

に
対
し
製
品
売
り
払
い
収

入
等
に
よ
り
３
６
０
６
万

２
千
円
の
収
入
を
見
込
ん

で
お
り
、
最
終
的
に
差
引

２
８
７
６
万
２
千
円
の
市

の
持
ち
出
し
と
な
る
。

　

修
繕
費
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
性
質
上
老
朽
化
が

著
し
い
同
施
設
は
、
平
成

25
年
度
に
総
点
検
を
終
了

し
、
こ
れ
か
ら
優
先
順
位

を
つ
け
て
年
次
的
に
予
算

計
上
し
て
い
く
。

☆ 

曽
於
市
肉
用
牛
特
別

導
入
事
業
基
金
条
例

に
つ
い
て

☆ 

曽
於
市
笠
木
簡
易
水

道
事
業
の
設
置
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て

高値推移の子牛セリ市

快適な市営住宅

☆ 

平
成
26
年
度
一
般
会
計

予
算
（
所
管
分
）
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